
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 21回 自然系調査研究機関連絡会議 

調査研究・活動事例発表会プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（添付資料） 



第 21回 自然系調査研究機関連絡会議 調査研究・活動事例発表会プログラム 

 

日時：2018年 11月 29日（木）13:00～17:35 

場所：ミュージアムパーク茨城県自然博物館 茨城県坂東市大崎 700 

 

11:30～13:00  受付 

 

13:00～13:10 開会挨拶  環境省自然環境局生物多様性センター長  曽宮和夫 

       ミュージアムパーク茨城県自然博物館長  横山一己 

              

13:10～13:50 基調講演 湖沼・流域の生態系の評価と保全 ......................... 2 

国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター  主任研究員  角谷 拓 

 

●口頭発表  13:50～15:45      座長：山根爽一（茨城県生物多様性センター長） 

                           

13:50～14:05  O-1  霞ヶ浦におけるアオコ産生シアノバクテリア Microcystis aeruginosa 

の種内系統群の動態解析とその全ゲノム解析からわかったこと 

....................................................... 3 

国立環境研究所 生物・生態系環境研究センター  山口晴代 

 

14:05～14:20 O-2 ナベクラザゼンソウ Symplocarpus nabekuraensis（サトイモ科） 

の繁殖生態................................................... 5 

長野県環境保全研究所  ○髙野（竹中）宏平・尾関雅章・北野 聡 

九州大学  佐藤光彦 

長野県植物研究会  大塚孝一 

岐阜大学  三宅 崇 

数理設計研究所  片桐千仭 

 

14:20～14:30 休憩 

 

14:30～14:45 O-3 印旛沼の底質から休眠打破したプランクトンの種多様性........... 4 

千葉県立中央博物館  林 紀男 

 

14:45～15:00 O-4 埼玉県における特定外来生物“クビアカツヤカミキリ”に関する 

被害の現状と取組..............................................6 

埼玉県環境科学国際センター  ○三輪 誠・角田裕志・嶋田知英 

 

15:00～15:15 O-5 千葉県におけるカミツキガメ防除の新たな取組について............7 

千葉県生物多様性センター  今津健志 

 

15:15～15:30 O-6 冬季の生息情報と自然環境情報によるニホンジカ越冬地の推定......8 

石川県白山自然保護センター  ○小川弘司  

 石川県立大学  柳井清治 

 

15:30～15:45 O-7 霞ヶ浦の生態系サービスの経済評価について......................9 

茨城県霞ケ浦環境科学センター  ○北村立実・松本俊一・福島武彦  

 

 



●ポスターフラッシュ  15:45～16:05              ポスター発表者全員 

 

16:05～16:15 移動・休憩 

 

●ポスター発表  16:15～17:35 

 

16:15～16:45 コアタイム（発表番号奇数の発表者による発表） 

 

16:45～17:15 コアタイム（発表番号偶数の発表者による発表） 

 

17:15～17:35 自由閲覧 

 

P-1 茨城県妙岐ノ鼻におけるコケ植物相...........................................12 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  ○鵜沢美穂子 

熊本大学  杉村康司 

 

P-2 ドローンによる空撮画像を用いた水生植物のモニタリング手法の検討.............13 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター  ○酒井陽一郎・淺野悟史 

東京大学大学院 新領域創成科学研究科  小倉拓郎 

近江ウェットランド研究会  栗林 実 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター  石川可奈子 

 

P-3 愛知県の汽水湖油ヶ淵に生育する水生植物調査.................................14 

愛知県環境調査センター  清水美登里 

 

P-4 鳥取県東郷池における水草保全活動事例.......................................15 

鳥取県衛生環境研究所  ○前田晃宏・成岡朋弘 

鳥取県くらしの安心局 水環境保全課  森 明寛 

 

P-5 霞ヶ浦における特定外来生物オオバナミズキンバイ（アカバナ科）の生育状況......16 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  ○伊藤彩乃・小幡和男・宮本卓也・豊島文夫 

茨城県霞ケ浦環境科学 センターパートナー  吉川信治 

 

P-6 時間と空間上の分布を考慮した，標本に基づくチェックリストシステム  

～神奈川県植物誌調査を事例として～.........................................17 

神奈川県立生命の星・地球博物館  大西 亘 

 

P-7 巨樹に会いに行こう～巨樹・巨木林調査～......................................18 

環境省 生物多様性センター 調査科  井上 隆 

 

P-8 ネナシカズラ属植物とマダラケシツブゾウムシの間の寄主－寄生関係の再検討.....19 

ふじのくに地球環境史ミュージアム  ○早川宗志 

人間環境大学  藤井伸二 

農業・食品産業技術総合研究機構 九州沖縄農業研究センター  吉武 啓 

 

P-9 ワサビ田におけるオナシカワゲラ,コカクツツトビケラの生息状況................20 

静岡県環境衛生科学研究所  ○伏見典晃・神谷貴文・岡 智也 

静岡県農林技術研究所  西島卓也 



P-10 愛媛県におけるオオキトンボ Sympetrum uniformeの分布と土地利用の関係........21 

愛媛県立衛生環境研究所 生物多様性センター  ○村上 裕・久松定智 

NPO森からつづく道  武智礼央・高橋士朗・豊田康二・橋越清一・松井宏光 

 

P-11 名古屋市内におけるアリの一斉調査について...................................22 

名古屋市環境局 なごや生物多様性センター  ○西部めぐみ・寺本匡寛 

 

P-12 茨城県における外来種ムネアカハラビロカマキリの記録.........................23 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  ○中川裕喜 

  小美玉生物の会  櫻井 浩 

茨城県立多賀高等学校  井上尚武 

森林研究・整備機構 森林総合研究所 多摩森林科学園  井上大成 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  西元重雄 

 

P-13 栃木県における外来種マダラコウラナメクジの初めての記録.....................24 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  ○池澤広美 

    京都大学  宇高寛子 

 

P-14 底生生物の効果的な保護育成のための新たな網の設置方法検討について...........25 

山口県環境保健センター  梶原丈裕 

 

P-15 三方五湖周辺における水田で魚を増やす取り組み...............................26 

福井県海浜自然センター  渡 智美 

 

P-16 石川県の砂浜海岸とスナガニの暮らし.........................................27 

石川県のと海洋ふれあいセンター  坂井恵一 

 

P-17 モニタリングサイト1000 第3期とりまとめ 沿岸域調査の結果について.........28 

環境省 生物多様性センター 調査科  ○市塚友香・大嶽若緒 

 

P-18 茨城県つくば市におけるニホンジカの捕獲および交通事故死の記録...............29 

ミュージアムパーク茨城県自然博物館  後藤優介 

 

P-19 福岡県侵略的外来種リスト 2018の策定........................................30 

福岡県保健環境研究所  ○金子洋平・中島 淳・石間妙子・須田隆一 

 

P-20 生物多様性センターにおける普及啓発について.................................31 

環境省 生物多様性センター 情報システム科  平野美澄 

 

17:35  閉会 


